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Abstract 

The fauna of marine heterobranch sea slugs including Pleurobranchida, Doridida, Nudibranchia, and 

Aplysiida was investigated at the two sites in Hitachinaka, Ibaraki Prefecture, Japan on January, February, 

June and August 2024. A total of 16 species in 10 families were collected in this survey. Among them, eight 

species in six families are newly recorded from Ibaraki Prefecture. These findings represent the baseline data 

for future studies on the species diversity and distributions of heterobranch sea slugs in the prefecture. 
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緒言 

茨城県は太平洋に面し、北茨城市平潟から神

栖市波崎まで約 190 km にわたる海岸線を有す

る。そのうち北茨城市から大洗町にかけた北部

沿岸では岩礁海岸が点在し、特にひたちなか市

磯崎町・平磯町では広範囲に岩礁が続いている

ほか、砂礫浜や礫浜、転石帯等の様々な地形環

境がみられる（中庭ら 1985; 外山ら 2025）。ま

た、その沿岸域は黒潮と親潮双方の影響下にあ

ることから（小日向 2010; 大森ら 2024）、北方

系及び南方系の水産生物の出現が報告されて

いる（環境を創る日立市民会議 1993; 稲葉・奥

谷 1999; 鴨川 2001, 2004; 外山ら 2021, 2024, 

2025; 島本ら 2022; 髙野・外山 2025 など）。 

軟体動物門腹足綱異鰓亜綱に属するウミウシ

類は、日本国内において日本産軟体動物の約

15 %（Fujikura et al. 2010）にあたる 1400 種以上

が確認されている（中野 2019）。日本国内のウミ

ウシ類相については、北海道から沖縄県にかけて

各地から多くの報告例があるものの、茨城県沿岸

では断片的な記録が蓄積されているに過ぎない

（浅野・藤本 1952; 今村 1961; 川上 1967; 中沢 

1975; 叶野 1981; 中庭 1985; 鴨川 1991, 2001, 

2004; 井上ら 1992, 2010; 環境を創る日立市民会

議 1993; 井上 1998; 稲葉・奥谷 1999; 丹野 2023; 

茨城の海産動物研究会 2025 など）。 

本研究では、茨城県中部に位置するひたちなか

市沿岸の 2 地点において、ウミウシ類を対象とし

た分布調査を 2024 年に計 4 回実施した。その結

果、茨城県初記録の 8 種を含む計 16 種のウミウ

シ類が採集されたため、ここに報告する。 

 

材料と方法 

調査は茨城県ひたちなか市磯崎町と平磯町の

1 地点ずつの計 2 地点（以降、地点名は磯崎海岸

及び平磯海岸と略記する; Fig. 1）において、2024

年 1 月 13 日、2 月 23 日、6月 8 日及び 8 月 25 日

に実施した。本研究では、オオシイノミガイ目、

マメウラシマ目、フシエラガイ目、ドーリス目、

裸鰓目、頭楯目、アメフラシ目及び翼足目をウミ 
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Fig. 1. Maps showing locations of the two sampling sites 

(Isozaki and Hiraiso) in Hitachinaka, Ibaraki Prefecture, 

Japan. 

 

Table 1. Heterobranch sea slugs recorded at Isozaki and Hiraiso, Hitachinaka, Ibaraki Prefecture, 

Japan in 2024. Asterisk indicates species newly recorded from Ibaraki Prefecture and the number of 

individuals observed during the surveys is shown in parenthesis. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウシ類と定義し、これら分類群の種を調査対象と

した。最干潮時刻の前後約 1.5 時間に磯採集ある

いはスキンダイビングを実施、目視で確認したウ

ミウシ類の一部を採集した。得られたウミウシ類

は一部を除いて生時の色彩をデジタルカメラで

撮影し、氷殺後に液浸標本とした（標本処理の詳

細については各種の「標本」の項に記した）。分

布記録の証拠とした標本については、ミュージア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ムパーク茨城県自然博物館に収蔵・保管し（INM-

1-131080–131099）、残りの標本は著者宅にて管理

している。 

確認種の同定は中野（2019）及び小野・加藤

（2020）を参照し、外部形態に基づき行った。ま

た、確認種の分類体系及び科階級以上の和名は概

ね福田（2021）や Korshunova et al.（2025）に準拠

し、一部については適宜最新の知見を採用した。

さらに、本研究では西村（1992: xiv, fig. 2）の示

す「日本近海の浅海・表層部における生物気候的

帯区」を参照し、亜寒帯区・冷温帯区、中間温帯

区・暖温帯区、亜熱帯区・熱帯区を主な分布域と

する種をそれぞれ北方系種、温帯系種、南方系種

と定義した。 

 

結果と考察 

調査結果 

今回の調査では、3 目 9 科 16 種のウミウシ類

が確認され（Table 1, Figs. 2, 3）、その内訳はフ

シエラガイ目 1 種、ドーリス目 7 種、裸鰓目 3

種、アメフラシ目 5 種であった。このうち、カ 
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Fig. 2. Heterobranch sea slugs collected from Hitachinaka in this study-1. Pleurobranchida, Doridida, and 

Nudibranchia. (A) Pleurobranchus peronii; (B) Discodorididae gen. et sp.; (C) Carminodoris armata; (D) 

Vayssierea felis; (E) Dendrodoris arborescens; (F) Melibe sp.; (G) Madrella ferruginosa. Scale bars = 10 mm 

(A–C, E–G) and 5 mm (D). 

メノコフシエラガイ Pleurobranchus peronii 

Cuvier, 1804、マンリョウウミウシ Carminodoris 

armata Baba, 1993、オカダウミウシ Vayssierea 

felis (Collingwood, 1881)、メリベウミウシ属の一

種 Melibe sp.、ショウジョウウミウシ Madrella 

ferruginosa Alder & Hancock, 1864、アマクサアメ

フラシ Aplysia juliana Quoy & Gaimard, 1832、ミ

ドリアメフラシ Aplysia oculifera (Adams & 

Reeve, 1850) 及 び タ ツ ナ ミ ガ イ Dolabella 

auricularia ([Lightfoot], 1786) の計 8 種が茨城県

初記録であった（和名の前に●印を付した）。確

認種全種について、証拠標本の詳細と国内での

分布域及び茨城県沿岸における既知の産出記

録を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フシエラガイ目  

Order Pleurobranchida Deshayes, 1832 

フシエラガイ上科  

Superfamily Pleurobranchoidea Gray, 1827 

フシエラガイ科  

Family Pleurobranchidae Gray, 1827 

●カメノコフシエラガイ  

Pleurobranchus peronii Cuvier, 1804  

（Fig. 2A） 

 

標本：INM-1-131080、1 個体、2024 年 1 月 13

日、磯崎海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール

固定・保存。 

分布・産出記録：国内では富山県以南の日本海 
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～東シナ海沿岸、宮城県以南の太平洋沿岸、伊

豆諸島及び南西諸島に分布している（肥後・後

藤 1993; 濱谷 2017a; 小林ら 2024; 西田 2024）。

なお、茨城県沿岸からカメノコフシエラガイは

これまで記録されていないため、INM-1-131080

は同県初記録である。 

 

ドーリス目  

Order Doridida Pelseneer, 1894 

ドーリス上科  

Superfamily Doridoidea Rafinesque, 1815 

ドーリス科  

Family Dorididae Rafinesque, 1815 

ヤマトウミウシ  

Homoiodoris japonica Bergh, 1882 

 

標本：INM-1-131081、1 個体、2024 年 1 月 13

日、平磯海岸、佐藤宏樹採集、10 %ホルマリン

固定・80 %エタノール保存。 

分布・産出記録：国内では北海道から九州にか

けた日本海～東シナ海沿岸・太平洋沿岸に分布

している（肥後・後藤 1993; 濱谷 2017a; 西田

2024）。茨城県沿岸では、北茨城市（川上 1967）、

ひたちなか市（井上ら 2010; 本研究）、産地不明

（中沢 1975; 井上ら 1992; 井上 1998; 茨城の海

産動物研究会 2025）から報告されており、本種

は茨城県沿岸の一帯に広く分布しているもの

と考えられる。 

 

ツヅレウミウシ科  

Family Discodorididae Bergh, 1891 

ツヅレウミウシ  

Discodorididae gen. et. sp.  

（Fig. 2B） 

 

標本：INM-1-131082、1 個体、2024 年 1 月 13

日、平磯海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール

固定・保存。 

分布・産出記録：国内では青森県から九州にか

けた日本海～東シナ海沿岸、茨城県から九州に

かけた太平洋沿岸、伊豆諸島及び南西諸島に分

布するとされるが（肥後・後藤 1993; 濱谷 2017a; 

西田 2024）、本種の分類には混乱が見られるこ

とから、その分布域については疑義がある（備

考参照）。なお、茨城県沿岸では産地不明の報告

例（中沢 1975）のみが知られているに過ぎず、

今回の発見は標本に基づく本種の確実な産出

記録となる。 

備考：検討標本は、体は卵円形で扁平；背面に

は 2 列の黒褐色斑が規則的に並ぶ；背面全体は

擬宝珠状の突起によって密に覆われる（固定標

本では突起は退縮している）；腹面は黒褐色の

不定形斑で覆われる、といった形態的特徴を有

していた。これらは柏尾ら（2021）や西田（2024）

の示すツヅレウミウシの特徴によく一致して

いるため、本種に同定された。 

茨城県沿岸では、中沢（1975）が県内で確認

した無脊椎動物の中に「ツヅレウミウシ」を含

めているが、産地の詳細や標本の有無について

の言及はない。また、本種には外部形態が類似

した複数種が存在し、これらの種が混同されて

きた経緯がある（柏尾ら 2021 参照）。したがっ

て、中沢（1975）をはじめとした形態情報を伴

わない「ツヅレウミウシ」の産出記録における

記録個体が本種あるいはその類似種のいずれ

かであるかは不明である。なお、八丈島や沖縄

島における産出記録（小野 2004; 中野 2004; 加

藤 2009）はいずれも別種である可能性が高いこ

とから、本種の分布域は本州中部から九州にか

けての温帯域に限られると推察されている（柏

尾ら 2021）。本稿では柏尾ら（2021）や西田（2024）

に従い、本種の学名をツヅレウミウシ科の属未

定種 Discodorididae gen. et. sp.とした。 

 

●マンリョウウミウシ  

Carminodoris armata Baba, 1993 

（Fig. 2C） 

 

標本：INM-1-131083、1 個体、2024 年 8 月 25

日、平磯海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール

固定・保存。 

分布・産出記録：国内では北海道から鹿児島県
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本土にかけた日本海～東シナ海沿岸・太平洋沿

岸に分布している（西田 2024）。茨城県沿岸で

はマンリョウウミウシは記録されていないた

め、INM-1-131083 は同県初記録である。 

 

フジタウミウシ上科  

Superfamily Polyceroidea Alder & Hancock, 1845 

フジタウミウシ科  

Family Polyceridae Alder & Hancock, 1845 

●オカダウミウシ  

Vayssierea felis (Collingwood, 1881) 

（Fig. 2D） 

 

標本：INM-1-131084、5 個体、2024 年 1 月 13

日、磯崎海岸、佐藤宏樹採集、99 %エタノール

固定・保存；INM-1-131085、5 個体、2024 年 1

月 13 日、平磯海岸、佐藤宏樹採集、99 %エタノ

ール固定・保存。 

分布・産出記録：国内では北海道以南の日本海

～東シナ海沿岸・太平洋沿岸、伊豆諸島及び南

西諸島に分布している（肥後・後藤 1993; 濱谷

2017a; 西田 2024）。茨城県沿岸ではこれまで本

種は報告されていないため、INM-1-131084 及び

INM-1-131085 は同県初記録である。 

 

イロウミウシ上科  

Superfamily Chromodoridoidea Bergh, 1891 

イロウミウシ科  

Family Chromodorididae Bergh, 1891 

シロウミウシ  

Chromodoris orientalis Rudman, 1983 

 

標本：INM-1-131086、1 個体、2024 年 8 月 25 日、

平磯海岸、佐藤宏樹採集、99 %エタノール固定・

保存。 

分布・産出記録：国内では北海道から沖縄にかけ

て分布しており（肥後・後藤 1993; 濱谷 2017a; 

西田2024）、茨城県沿岸では北茨城市（鴨川2004）

や詳細な産地不明（今村 1961）等の報告例が存

在する。 

 

アオウミウシ  

Hypselodoris festiva (A. Adams, 1861) 

 

標本：INM-1-131087、1 個体、2024 年 8 月 25 日、

平磯海岸、佐藤宏樹採集、99 %エタノール固定・

保存。 

分布・産出記録：国内では北海道以南の日本海～

東シナ海沿岸・太平洋沿岸、伊豆諸島及び大隅諸

島に分布している（肥後・後藤 1993; 濱谷 2017a; 

西田 2024）。茨城県沿岸では、北茨城市（鴨川

2004）、詳細な産地不明（今村 1961）等の報告例

が存在する。 

 

イボウミウシ上科  

Superfamily Phylidioidea Rafinesque, 1814 

クロシタナシウミウシ科  

Family Dendrodorididae O'Donoghue, 1924 

クロシタナシウミウシ  

Dendrodoris arborescens Collingwood, 1881 

（Fig. 2E） 

 

標本：INM-1-131088、1 個体、2024 年 1 月 13 日、

磯崎海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・

保存；INM-1-131089、1 個体、2024 年 6 月 8 日、

平磯海岸、長坂忠之助採集、80 %エタノール固

定・保存。 

分布・産出記録：国内では北海道から鹿児島県本

土にかけた日本海～東シナ海沿岸・太平洋沿岸

及び沖縄県に分布している（肥後・後藤 1993; 濱

谷 2017a; 西田 2024）。茨城県沿岸では、今村

（1961）が茨城県沿岸の磯の生物の一例として

本種を挙げているのみであり、標本記録は知ら

れていない。したがって、今回の発見はクロシタ

ナシウミウシの標本に基づく茨城県からの確実

な記録となる。 

 

裸鰓目  

Order Nudibranchia Cuvier in Blainville, 1814 

スギノハウミウシ上科  

Superfamily Dendronotoidea Allman, 1845 

メリベウミウシ科  
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Family Tethydidae Rafinesque, 1815 

●メリベウミウシ属の一種  

Melibe sp. 

（Fig. 2F） 

 

標本：INM-1-131090、1 個体、2024 年 1 月 13 日、

磯崎海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・

保存。 

分布・産出記録：茨城県沿岸ではこれまでメリベ

ウミウシ属の種は記録されていないため、INM-

1-131091 は同県初記録である。 

備考：日本産メリベウミウシ属のうち、ヒメメ

リべ Melibe papillosa (de Filippi, 1867) 及びムカ

デメリベ Melibe viridis (Kelaart, 1858) は本州以

南の日本沿岸に広く分布するが（肥後・後藤

1993; 西田 2024）、2 種は体色や形態において類

似する（馬場 1949; 中野 2019; 小野・加藤 2020）。

本研究の検討標本は、体地色が飴色、頭巾縁（口

唇縁）の触手が 2–5 列、背側突起が 5 対（左側

7 列、右側 5 列）である点からムカデメリベに

類似するが、より詳細な種同定には生殖器等の

内部形態の観察が必要であるため、本稿では属

までの同定に留めメリベウミウシ属の未定種

とした。 

 

コヤナギウミウシ上科  

Superfamily Proctonotoidea Gray, 1853 

ショウジョウウミウシ科  

Family Madrellidae Preston, 1911 

●ショウジョウウミウシ  

Madrella ferruginosa Alder & Hancock, 1864 

（Fig. 2G） 

 

標本：INM-1-131091、1 個体、2024 年 1 月 13 日、

平磯海岸、佐藤宏樹採集、99 %エタノール固定・

保存。 

分布・産出記録：国内では福井県以南の日本海

～東シナ海沿岸、千葉県以南の太平洋沿岸、伊

豆諸島及び南西諸島から記録されている（肥

後・後藤 1993; Mizoguchi 2001; 平野ら 2004; 中

野 2019）。茨城県沿岸ではこれまでショウジョ

ウウミウシは記録されていないため、INM-1-

131091 は同県初記録である。 

 

オオミノウミウシ上科 

Superfamily Aeolidioidea Gray, 1827 

クセニアウミウシ科 

Family Myrrhinidae Bergh, 1905 

サガミミノウミウシ 

Phyllodesmium serratum (Baba, 1949) 

 

標本：INM-1-131099、1 個体、2024 年 8 月 25 日、

平磯海岸、長坂忠之助採集、99 %エタノール固

定・保存 

分布・産出記録：国内では青森県以南の日本海～

東シナ海、茨城県以南の太平洋沿岸に分布して

いる（大川 1990; 鴨川 1991; 肥後・後藤 1993; 濱

谷 2017a）。茨城県沿岸では、北茨城市（鴨川 2004）、

高萩市（鴨川 1991; 井上ら 1992）、日立市（井上

ら 1992; 環境を創る日立市民会議 1993; 鴨川

2004）、ひたちなか市（井上ら 1992; 鴨川 2001; 

本研究）及び詳細な産地不明（茨城の海産動物研

究会 2025）から記録されており、本種は茨城県

沿岸に広く分布しているものと考えられる。 

 

アメフラシ目  

Order Aplysiida Pelsener, 1906 

アメフラシ上科   

Superfamily Aplysioidea Lamarck, 1809 

アメフラシ科  

Family Aplysiidae Lamarck, 1809 

クロヘリアメフラシ  

Aplysia japonica G. B. Sowerby II, 1869 

 

標本：INM-1-131092、1 個体、2024 年 2 月 23 日、

平磯海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・

保存；INM-1-131093、1 個体、2024 年 2 月 23 日、

磯崎海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・

保存。 

分布・産出記録：国内では北海道以南の日本海～

東シナ海沿岸・太平洋沿岸、伊豆諸島及び南西諸

島に分布している（肥後・後藤 1993; 濱谷 2017b; 
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Fig. 3. Heterobranch sea slugs collected from Hitachinaka in this study-2. Aplysiida. (A) Aplysia juliana; (B) 

Aplysia oculifera; (C) Dolabella auricularia. Scale bars = 10 mm (A–C).  

西田 2024）。茨城県沿岸では、日立市（中庭ら

1985; 環境を創る日立市民会議 1993; 鴨川

2004）、ひたちなか市（本研究）、詳細な産地不明

（中沢 1975; 井上ら 1992; 井上 1998; 茨城の海

産動物研究会 2025）から記録されている。 

備考：従来、日本産クロヘリアメフラシの学名に

は Aplysia parvula Mörch, 1863 が充てられてきた

が（馬場 1949; 肥後・後藤 1993; 中野 2004; 濱

谷 2017b など）、本種を含む Aplysia parvula 種群

の再検討の結果、A. parvulaはカリブ海に分布す

る種であり、同種群のうち日本及び韓国に分布

する種は A. japonica とされた（Golestani et al. 

2019）。なお、同著では本種に加え沖縄から未同

定種（Aplysia sp. 2）が記録されているが、和名

「クロヘリアメフラシ」により合致するのは A. 

japonica である（柏尾ら 2023 に詳しい）。さら

に、本種に類似した形態や色彩を示す Aplysia 

nigrocincta von Martens, 1880 をはじめ、複数の類

似種が本州から南西諸島にかけた日本各地で記

録されている（中野 2004, 2019；小野・加藤 2020；

太田ら 2021; 両角ら 2021; 西田 2024 など）。よ

って、各種の分布状況を把握するためには、既往

文献及び記録標本における「クロヘリアメフラ

シ」の分類学的再検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アマクサアメフラシ  

Aplysia juliana Quoy & Gaimard, 1832 

（Fig. 3A） 

 

標本：INM-1-131094、1 個体、2024 年 1 月 13 日、

磯崎海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・

保存。 

分布・産出記録：国内では北海道以南の日本海～

東シナ海・太平洋沿岸及び南西諸島に分布して

いる（肥後・後藤 1993; 濱谷 2017b; 西田 2024）。

茨城県沿岸から本種は報告されていないため、

INM-1-131094 は同県初記録である。 

 

アメフラシ  

Aplysia kurodai (Baba, 1937) 

 

標本：INM-1-131095、1 個体、2024 年 2 月 23 日、

平磯海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・

保存。 

分布・産出記録：国内では北海道以南の日本海～

東シナ海沿岸・太平洋沿岸、伊豆諸島及び南西諸

島に分布している（肥後・後藤 1993; 濱谷 2017b; 

西田 2024）。茨城県沿岸では、北茨城市（川上

1967; 鴨川 2004）、高萩市（鴨川 1991, 2004）、日 
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立市（環境を創る日立市民会議 1993; 鴨川 2004）、

ひたちなか市（中庭ら 1985; 鴨川 2001, 2004; 井

上ら 2010; Alexander and Valdés 2013）、鹿島市（川

上 1967; 井上ら 2010）、詳細な産地不明（中沢

1975; 井上ら 1992; 井上 1998; 茨城の海産動物

研究会 2025）から記録されており、本種は茨城

県沿岸に広く分布しているものと考えられる。 

 

●ミドリアメフラシ  

Aplysia oculifera (Adams & Reeve, 1850) 

（Fig. 3B） 

 

標本：INM-1-131096、1 個体、2024 年 2 月 23 日、

平磯海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・

保存；INM-1-131097、1 個体、2024 年 2 月 23 日、

磯崎海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・

保存。 

分布・産出記録：国内では北海道以南の日本海～

東シナ海沿岸・太平洋沿岸、伊豆諸島及び南西諸

島に分布している（肥後・後藤 1993; 濱谷 2017b; 

西田 2024）。茨城県沿岸ではこれまで本種は記録

されていないため、INM-1-131096 及び INM-1-

131097 は同県初記録である。 

 

●タツナミガイ  

Dolabella auricularia ([Lightfoot], 1786) 

（Fig. 3C） 

 

標本：INM-1-131098、1個体、2024年1月13日、磯

崎海岸、佐藤宏樹採集、80 %エタノール固定・保

存。 

分布・産出記録：国内では石川県以南の日本海～

東シナ海沿岸、千葉県以南の太平洋沿岸及び南

西諸島に分布している（肥後・後藤 1993; 濱谷

2017b; 西田 2024）。茨城県沿岸ではこれまで本

種は記録されていないため、INM-1-131098 は同

県初記録である。 

 

茨城県沿岸におけるウミウシ類の産出状況 

 茨城県沿岸のウミウシ類に関する文献のう

ち、ウミウシ類のみを調査対象としたものは鴨

川（2001, 2004）や丹野（2023）に限られ、これ

ら以外では本県沿岸域で確認された海産動物

の一部としてウミウシ類が紹介・記録されてい

るに過ぎない（浅野・藤本 1952; 今村 1961; 川

上 1967; 中沢 1975; 叶野 1981; 中庭 1985; 鴨川

1991; 井上ら 1992, 2010; 環境を創る日立市民

会議 1993; 井上 1998; 稲葉・奥谷 1999; 茨城の

海産動物研究会 2025 など）。また、種名の記載

のみに留まり、標本の図示や形態記載を欠く報

告も多く（中沢1975; 叶野1981; 鴨川2001, 2004

など）、同定に疑念の残る種もある（「ツヅレウ

ミウシ」や「クロヘリアメフラシ」の項を参照）。

したがって、このような種について博物館等に

標本が保管されている場合には、それらを再検

討することで、より正確に本県沿岸のウミウシ

類相を把握出来ると考えられる。 

本調査により、ひたちなか市の 2 地点からフ

シエラガイ目 1 種、ドーリス目 7 種、裸鰓目 3

種及びアメフラシ目 5 種の計 16 種のウミウシ

類が確認され、うち 8種が同県初記録であった。

フシエラガイ目では、茨城県沿岸から記録され

ているのはウミフクロウ  Pleurobranchaea 

japonica Thiele, 1925 のみであり（井上ら 1992; 

鴨川 2004）、カメノコフシエラガイは同県 2 種

目のフシエラガイ類となる。また、ドーリス目

及び裸鰓目ではそれぞれ 15、8 種が記録されて

おり（今村 1961; 川上 1967; 中沢 1975; 中庭

1985; 鴨川 1991, 2001, 2004; 井上ら 1992, 2010; 

環境を創る日立市民会議 1993; 井上 1998; 丹野

2023; 茨城の海産動物研究会 2025）、本研究に

よりマンリョウウミウシ、オカダウミウシ、メ

リベウミウシ属の一種及びショウジョウウミ

ウシの 4 種が新たに本県から記録された。さら

にアメフラシ目では、既知の産出記録が存在す

るのはクロヘリアメフラシとアメフラシのみ

であり、アマクサアメフラシ、ミドリアメフラ

シ及びタツナミガイの 3 種が初記録であった。 

本調査では北方系種は確認されず、記録種は

いずれも温帯系種または南方系種であった。初

記録種のうちメリベウミウシ属の一種、ショウ

ジョウウミウシ、タツナミガイの 3 種を除く 5
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種については、北海道以南に広く分布するとさ

れている（各種の「分布・産出記録」の項を参

照）。したがって、これらが今回初めて記録され

た理由としては、先行研究の調査の不十分さや

ウミウシ類に着目した体系的な調査例が少な

かったことが要因と考えられる。また、既知の

確認種のうち北方系種は、エゾカスリウミウシ 

Diaulula odonoghuei (Steinberg, 1963)（鴨川 2001, 

2004）やカドリナウミウシ  Cadlina japonica 

Baba, 1937（鴨川 2004）、エムラミノウミウシ 

Hermissenda emurai (Baba, 1937)（井上ら 2010）、

ハダカカメガイ Clione limacina (Phipps, 1774)

（稲葉・奥谷 1999）の 4 種に限られ、いずれも

出現記録は各 1–2 例にとどまる。これらのこと

から、本県沿岸における北方系種の出現は比較

的稀であり、同地のウミウシ類相は温帯・南方

系種を主体とするものと推察される。このよう

な構成種の傾向は、房総半島中北部沿岸のもの

と共通している（平野ら 2004）。しかしながら、

本研究の調査は 2024 年 1 月、2 月、6 月及び 8

月の計 4 回に限られ、調査時期が限定的である

ことから、出現種の季節変化や本県沿岸のウミ

ウシ類相の全容を把握するには至っていない。

今後は、年間を通じた継続的なモニタリングを

実施するとともに、より寒流の影響が強い福島

県以北の太平洋沿岸域での調査を行うことで、

本州太平洋沿岸における北方系種・温帯・南方

系種の分布境界をより詳細に明らかにできる

と考えられる。 
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